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コンクリート構造物全般 
対象構造物 

 

圧縮強度試験，内部欠陥探査，ひび割れ深さ測定， 
項 目 

新設時の表層コンクリートの品質評価 

弾性波レーダシステム：iTECS5（アイテックス 5） 

内

容 

使 用 機 器 
 

「微破壊・非破壊試験によるコンクリート構造物の強度測定要領」 
使 用 実 績 

（国土交通省大臣官房技術調査課）採用手法 

〔機器の特徴〕 

コンクリート構造物の非破壊試験手法です。適用できる主な調査項目は以下となります。 

①新設構造物の圧縮強度調査，②コンクリート内部の不具合部（ジャンカ等）調査，③ひび割れ

深さの測定，④新設時の表層コンクリートの品質評価，⑤既設構造物の圧縮強度調査 

本手法の特徴として，波長の長い弾性波を使用することから，鉄筋の影響を受けることなくコ

ンクリート内部の調査が可能です。また，内部の不具合部調査に適用できる厚さは 100mm～2500mm

となります。測定の際に，コンクリート表面の処理は不要です。これから，短時間での測定が可

能となります。 

 

〔機器の仕様〕 

本機器の仕様を以下に示します。 

構成：PC 部，アンプ部 

入力：ICP 入力 2ch． 

入力アンプのゲイン調整：×0.1，×1.0，×10 

周波数範囲：80Hz～35kHz 35kHz Cut Off –18dB/Oct. 

S/N 65dB 以上 

A/D 変換器：12Bit 以上，5MHz 2ch 同時測定， 

データ数 1000 以上 

A/D 変換速度，データ数： 

①伝搬時間差測定モード：0.5μs ，4000 個以上 

②周波数解析モード：10μs 以上，1000 個以上 

弾性波レーダシステム：iTECS5
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・調査手順の一例として，「既設構造物での圧縮強度調査」の手順を示します。 
①実構造物のコンクリート表面で弾性波速度 VP を測定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②測定した弾性波速度から，既往の実験※で得られ

た弾性波速度と圧縮強度の関係式(1)により，暫定

的に圧縮強度（暫定圧縮強度 fCT）を測定します。 
   129.5

P
17

CT 10224.1 Vf ××= −      (1) 
※66 種類の配合のコンクリートで，弾性波速度と圧

縮強度の関係を調査しました。 
③ ①の測定箇所でコアを採取し，圧縮強度を測定し

ます。この圧縮強度と②で測定した暫定圧縮強度

との比率を求め，補正比率 k を決定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ ①の測定箇所と同一構造物，同一配合の任意の位置で

弾性波速度 VP を測定し，式(2)により，圧縮強度 fC を推

定します。 
   129.5

P
17

C 10224.1 Vkf ×××= −      (2) 
 
 右図は建設後約 40 年が経過した橋台で本法により圧

縮強度を推定し，コア採取による圧縮強度と比較した結

果です。概ね±15%の誤差で圧縮強度が推定されている

ことが確認されます。 

参考文献 (発表論文 ) 非破壊・微破壊試験によるコンクリート構造物の検査・点検マニュアル，大成出版社 
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fCT=1.224×10-17
×VP

5.129

     =1.224×10-17
×(3900)5.129

     =32.09N/mm2

 
図 暫定圧縮強度測定例（VP=3900m/s の場合）
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コア強度： 40.0N/mm2

補正比率： 40.0 / 32.09=1.25

 
図 補正比率の測定例（コア強度 40N/mm2 の場合）
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